
中部沿海州沖合底曳網新漁場開発調査
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自昭和 38年 10月 26日~至昭和 39年 5月 30日

北緯 42度 30分の線以北，北緯 50度の線以南の北緯 42度 30分，東

経 137度の点、と北緯 47度，東経 142度の点を結ぶ線以来のi海域を除

〈日本海の海域。

前年度参照

中型機船底曳網

前年度参照、

前年度を参~手、

目的

本調査は昨年度に引続き実施しているもので冬期聞に於ける底曳資源の笑態，漁場環境を明らか

にし，漁場の価値判定を行左い，併せてa 資源の合理的開発方法を究明する。

調査方法

1 調 査

2. 乗組

3. 調査期

調査海

調蛋号具及び機械

治、具

得、具の構造

7. 調査実施方法

調査経過

S 8年度十てなける調査航海は 6回で，延曳網回数 11 7回，そのうち曳網不能率は 8.5% (1 0 

回)であったが，総漁獲量は 63、95 9 Kg，航海平均 10， 6 6日時で曳網当り平均漁獲量は597.7

Kgを示した。又総水揚金額は 1，5 9 2‘2 7 1円で， 1曳網当 bの平均水揚金額は 14， 8 8 1円，航

海平均では 26 5， 3 7 8円であった。

漁獲物の魚種組成は下記の通bであるが，主体はスケトウダラである。

1. スクトウタラ 4 2， 9 2 5 Kg 6 7. 1 0/0 

2. タラ 12，344Kg 19目 5

ホッケ 2‘8 8口

ヒレグロ 2、185
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7. カジカ ヲ 26 1. 4 

8 その他 1 9 6 O. 4 

調査を行1.1::った海域は北緯 44度-1 日分以北，北緯 47度以南の公海であるが漁区番号で示すと

21，22，25 26，28.29，30.32，33.46，47，49.64.67.71 

7 4， 7 8 の各漁区で調査水深は 148~460mの間で行左った。最も多く調査した漁区は 2 9 

漁区で 24回，次いで 46漁区の 19回 49潟、区の 13国. 3 3漁区の 10田，その外の漁区では

5回未満となっている，漁獲の最も多かった漁区及び網事故の少なかった漁区は 47 • 4 9漁区で

1曳網当 b平均漁獲量が各々 2，2 0 0 Kg. 1， 6 7 0 Kg を示~. 3 2漁区 628Kg.67漁区 560

Kgで，漁場として安定しているのは..; . 4 9漁区であったが，その最多獲水深は両区共

、
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--3 10mの間である。 38年 11月から 39年 2月迄の魚種の組成は 8日%がスケトウダラで，

他魚種の混獲が少なく， 3月以降I'L*るとタラが主体とな t， 5 8.20/0を占めている。又， 39年

2月に入ってホッケの漁獲が漸増傾向をみせ， 3月下匂の第6次航海では 34. 9 9もと念っている。

一方，ヒレクロも 5月K入ってから増加傾向をみせた。 1曳網当タ平均漁獲量から時間的左魚群の

謂集状況をみると， 1 0月下勾には 282.4Ki同込ら序I.?I'L漁獲が上昇し 11月下匂には 1，1 7 4K9 

1 2月下匂 1，428.4K9とこの年の最高の漁獲をみせ， 39年 2月K入ると 65 7. 9 K91'L下降をは

じめ 3月上匂 4 1 6.8 K9下匂 27 2K9で調査を終了している。 1曳網当り平均漁獲量の最高を示し

た 12月下匂の魚種の組成はスケトクダラでその航海K於ける総水揚量の 75 %を占め，その漁場

は 46漁区K集中した。又ホックの漁獲は月を迫って上昇したがその主念檎庄は 29漁区で 5月下

匂に平均して漁獲を認めたタラも 5月に入って街も漁獲され第 5次航海では 4，る 6 OK9，第 6次で

2、76日K9の漁獲があった。本年の漁獲からみて市場価格の高い魚種を漁獲出来る月は 3月であ b

今後荒天の少念い 5月K漁獲努力を集中すればよいと思われる。

N 今後の課題

上述した如く，魚価，単価の高い魚種が多獲出来るのは 5月であ九天候の順調さ，操業のやタ

易さなどを考慮すれば 5月K当漁場をフノレに利用すればよタ効果の高い漁獲が可能と思われる。又

近年ホッケの入網が月別の変化をみても判断出来るとなD月を迫って上昇していることから，本県

津軽地帯で市場価値の高いとの魚種の回砕分布状況を充分K把握調査を行念ョてゆかねば左らない。

操業上の注意は当漁場の特徴として，昼間，晴天に恵まれるが夜間，大陸からの風浪が大きくな D

J中台、に保出は主主しいので釦出ナる必裂がある。その為の錨，錨長認の準備等が必主主であt，時聞の短

編にもフなが t，三と注位を誌め待ゐ乙とが出来る。本年ω調査は北緯 4 5度 3 O~分までであったが

具らに呉市司PJllEな件以を妹采し民見保有局の闘差益に努めねばならない。来年度は北部沿海州iダッタ

ン海湾を調査する予定である。

V 調査結果

延投縄回数 1 1 7回

曳網可能回数 107回

曳網不能回数 1 0回

総漁獲量 6 3司 95 9 K9 

1曳網当平均漁獲量 5 9 7.7 K9 

総7.k揚金額 1， 5 9 2， 2 7 1円

1曳網当平均漁獲金額 1 4， 8 8 1円

水揚港青森港
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o W 調査結 果

昭和 38年度航海別主要魚種漁獲量
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20刷
55 1 5 0 4.7 22Kft 

(3) 
282.4Kg 1 0 6.6 1 2円
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月 日 10月 1 0月 1日月 1 0月 1 1月 12月 1 2月 1 2月 1 2月
4'8白 29日 30日 3 1日 1日 2日 5日 4日 5日

投網回数 (不能〉 4 (1) む) 5 4 2(2) 4 (2) 4 (2) 1 (1) 4 

緯 度 N 4S卓Lァ215N H44aァ5271 4fzω' 44H14g3D 5 44Hー巴ぽ14DD 43//→で4EdT 4&j込zt4雪A 4合一1ff 4F4T2 17.0 
4.fL28N 1:1 1.0 

漁
13宍ムァ355 1 

経 度 E 15586Lで252E 136ーE引5d' 13乞げ 1t5y2」ー圃12ヴ 13企-f2164口 13匂21521d 15f-31 
136"-34 /1 -'-235 4.0 /1 ..!....24D /1 .L1d 139"-03 /1 ..!....34 

場 7]( 深 m 
3dO 4'10 320 5日 310 2~Ò 250 220 

底 質 M St S七.M R C 

天 候 B B B B B a 己 :a C 

気 風 向 w:--&r 可ドSお 冷却~也 NNW 品、4可7v W吋J W日rm W 公也

風 力 ひ-2 ト-2 ? 2 2 3 5 

気 温 8.&--13D 9.&--12L 1 [号-14 80 50 仔甲-2.5ト1可-;5 口 -1か-1.5 I 

主主 気 圧 1，日27 10185 1唱013.2 1077.0 10200 10190 1024 1日183 1口110

水温 日m 11.5 11.5 11.6 11.0 10.3 55 5.6 50 

ど昆 桝唱 .JJ F百 ムヰ可証手 N、.. 'ffi: 1"fINもi S、S&fI s 出品必 耐 W &-.sw 

ずりとつだ b 1050 2040 720 105 300 465 4，080 

漁 ま だ ら 15 30 105 75 

獲 は つ め 60 15 

物 あかがれ い 105 60 

うろとめがれい 150 45 645 270 守口
，......， 

K~ ひ れ ぐろ ?日 5日

、、J 台、 じ 効込 120 15 

tま つ け

言十 1日50 2205 96日 300 1155 84日 4，170 
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月 日 1 2月6日 12月18日 1 2月19日 1 2月21臼 39年2月5臼 2月6臼 2月7日

投綱回数 (不能) 4 5 5 4 4 2 5 

部義 度 N 4fZ1?'口 45工18 45Z18 0 ~ 5T~: 口 ~ 4'T 2~' 44..，..22' 4ヲT:~..5 
45-'-2 3.0 /1 ..L 19 /1 -'-20 /1 ..L21.5 /1 -'-20 ;~l;; ・

/1 ..L1 8' 

漁

経 度
/1 .L 3 2~ 日

13アー27 157Z2? 
/1 ..L27 

1 3ア754
/1 ..!.._37 

l~ 6'T~:: 
グー-29'

1 37T:~ 
34 

1 3 7ì~ ~ 
-'-30 

場
水 深 m 

5 口 1 7 0 1 78 3 LJ 6 3D 0 2 口 300 

底 質 CdS S S S 

天 侯 B B B B B B B 

気
風 向 N-W N.NW .NW NW 公JW NW-W N .NW~NW 

風 力 5 5 4 5 2 5 

気 温 1.0~5.0 -1' -8 -7 -7 一7 -8 

象
気 圧 1 0 1 5.2 1日日 3.0 1 0 1 3.0 1 0 0 7.0 1 027 1 0 27 1 022.0 

o m 6.0 4.0 4.6 3.2 2.5 1.5 2.4 

曳 網 方 向 SW~S SW S SE SSE SE S【...sSE S S 

すけとうだら 1 1 9 55 40 4口 9 400 1 00 28日口 1 0 0 

漁 ま fξ ら 2260 1 28日 1 6 0 200 680 

は つ め 20 46口 60 

獲 あかがれい

うろこめがれい

物 ひ れ ぐら 1 0 0 40 

〆{、 か じ コ白、 4口 60 240 

K1' 
、ー〆 ほ け 560 40 つ

言十 1 1 955 2340 1 9 0 0 86日 5日60 1 1 2 0 
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2月8同 2月?日 5月4日 5月5日 5月6日 5月25日 5月26日 5月27日 5月28日

5(1) 5 5 6 6 5(2) ι 7( 1) 7(1 ) 

45720 
11 '22 

4571?.0 
11 '21.0 

~4T: ~ 
11 '30 

4 41~ ~ 
29 

4 4T~ ~.~ 
34.5 

: 47: ~ 
11 • 32 

4471B.3 
11 • 26.5 

4rZ25 
11 Z 6.5 

4行26
11 '28' 

1 ，，377:~ 
11 '37 

13ア75口'
36 

1 ~ 67: ~ ~ 
11 • 37.0 

15250 
1 36 .3 2.5 

1 ~ 6T~~' ~ 
11 • 36.0 

156152 
11 .3 6.5 

1 ~ 6T~:' ~ 
11 • 3 0.0 

1 ~ 6'7: ~: 
11 ..!...37' 

13，，6T3げ
11 .!_3 2' 

300 300 300 272 2112 27 0 295 29 0 2114 

S S Sn S G、Sn Sn~S t 

B B B S B B B B 。
S NE SW SW~E N Nへ-NW NW~SW N~SW NW-S 

2 3 3 5 2 

-10 -12 -1 1.0 1.口 -1.0 。 。
1 027 1 03 1 1 0 1 9.0 1 0 08.0 1 0 1 6.5 1 007.0 1 009.0 1 01 4.0 1日17.0 

2.7 2.3 0.5 0.5 0.5 2.2 1.0 1.0 1.0 

SSW~S SE SSW ι 且'r--W S S~S 日 ESE~i\!E SW S 

4020 2020 

24 0 580 106日 1 360 1820 34口 82 0 56日 920 

4口 2口 420 60 40 40 20 20 

40 4 0 1日日 680 44口 80 60 2口 32口

1 40 20日 20 40 

6口 80 20 46日 1 00 44口 8 4日 440 

4540 29 2日 1660 2 140 28日日 5 2口 1 36日 1440 17 00 
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